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カ ル チ ャ ー セ ン タ ー  

  

売 上 げ は 、 減 少 が 続 い て い る が 、 景 気 回 復 に 伴 っ て

減 少 幅 は 縮 小 し て い る 。 一 方 、 収 益 は 、 受 講 者 数 や 講

座 数 は 増 加 し て い る が 、 事 業 所 数 の 増 加 、 受 講 期 間 の

短 縮 や 月 当 た り の 受 講 日 の 減 少 な ど も あ り 、 厳 し い 状

況 が 続 い て い る 。  

今 後 は 、 団 塊 の 世 代 の 退 職 に よ っ て マ ー ケ ッ ト の 拡

大 が 予 想 さ れ て い る 。 そ の た め 、 こ の 世 代 の ニ ー ズ を

捉 え 、 ま た 、 多 様 化 す る 要 望 に も 応 え た 魅 力 あ る 講 座

を 提 供 し 、 受 講 者 の 増 加 に 取 り 組 ん で い る 。  

業 界 の 概 要  

カ ル チ ャ ー セ ン タ ー は 、 恒 常 的 、 か つ 継 続 的 に 「 教

養 の 向 上 」、「 趣 味 ・ け い こ ご と 」 な ど 様 々 な 分 野 に わ

た る 学 習 講 座 を 有 料 で 提 供 す る 民 営 の 事 業 所 で 、 専 従

の 職 員 及 び 固 定 し た 教 室 を 有 す る 施 設（ 文 化 セ ン タ ー 、

文 化 教 室 を 含 む ） を 指 す 。 全 国 の 事 業 所 は 、 平 成 5 年

調 査 と 比 較 す る と 1 7 . 5 ％ 増 と な っ て い る 。（ 経 済 産 業

省『 平 成 1 4 年 特 定 サ ー ビ ス 産 業 実 態 調 査 報 告 書  カ ル

チ ャ ー セ ン タ ー 編 』）。 こ れ は 、 心 の 豊 か さ 、 生 き が い

を 求 め る 生 涯 学 習 に 対 す る 需 要 の 増 加 に 加 え 、 社 会 ・

経 済 活 動 の 高 度 化 に 伴 い 、 知 識 や 技 能 を 絶 え ず 向 上 さ

せ る ニ ー ズ が 高 ま っ て い る こ と か ら 資 格 講 座 な ど の 需

要 が 増 加 し て い る こ と な ど に よ る 。  

事 業 所 を 企 業 系 列 別 に み る と 、「新 聞 社 」、「カ ル チ ャ

ー セ ン タ ー 専 業 者 」、「 百 貨 店 ・ 量 販 店 」、「 放 送 局 」 な

ど に 分 類 さ れ る 。こ の う ち 、事 業 所 数 で は 、「新 聞 社 」、

「 カ ル チ ャ ー セ ン タ ー 専 業 者 」が 、売 上 高 で は 、「 新 聞

社 」、「 放 送 局 」 の 占 め る 割 合 が 高 い 。  

講 座 数 規 模 別 に み る と 、 最 も 多 い の は 、「 1 0 以 上 4 9
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講 座 」 規 模 で 、 次 い で 「 5 0 以 上 9 9 講 座 」 規 模 と な っ

て お り 、 こ の 2 つ の 階 層 で 全 体 の 5 割 近 く を 占 め て い

る 。  

講 座 数 を 内 容 別 に み る と 、「 趣 味 ・ け い こ ご と 」が 最

も 多 く 、 次 い で 「 体 育 ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 」 と な っ て

い る 。延 受 講 者 数 も 、「趣 味・け い こ ご と 」が 最 も 多 く 、

全 体 の 5 割 を 占 め て い る 。  

ま た 、 個 人 会 員 数 を 男 女 別 、 年 代 別 に み る と 、 5 0 代

以 上 の 女 性 会 員 が 圧 倒 的 に 多 く 、 全 体 の 約 5 割 を 占 め

て い る 。 一 方 、 2 0～ 3 0 歳 代 は 非 常 に 少 な く 、 今 後 こ の

世 代 を い か に 取 り 込 む か が 会 員 数 増 の た め の 大 き な 課

題 で あ る 。  

大 阪 の 地 位  

平 成 1 4 年 に お け る 大 阪 の カ ル チ ャ ー セ ン タ ー は 、事

業 所 数 3 9、従 業 者 数 7 , 3 4 4 人 、年 間 売 上 高 5 6 億 7 , 2 0 0

万 円 、受 講 者 数 1 5 6 , 9 1 9 人 、講 座 数 1 3 , 2 4 0 講 座 、延 受

講 者 数 7 9 6 , 2 8 4 人 で あ る（ 経 済 産 業 省『 平 成 1 4 年 特 定

サ ー ビ ス 産 業 実 態 調 査 報 告 書  カ ル チ ャ ー セ ン タ ー

編 』）。全 国 シ ェ ア は 、そ れ ぞ れ 5 . 6％ 、1 2 . 0 % 、 9 . 5 ％ 、

1 2 . 3 ％ 、 9 . 6％ 、 1 0 . 7 % と な っ て い る 。 大 阪 の 全 国 に 占

め る 地 位 は 、 年 間 売 上 高 で 2 位 、 事 業 所 数 は 4 位 で あ

る 。  

新 規 参 入 の 動 き  

 事 業 所 数 を み る と 、近 年 は 増 加 傾 向 で あ る 。こ れ は 、

固 定 客 獲 得 を 目 的 と し て カ ル チ ャ ー セ ン タ ー 事 業 を 行

っ て き た 百 貨 店 系 列 の 事 業 所 が 減 少 す る 一 方 で 、 人 気

講 座 だ け を 扱 う カ ル チ ャ ー セ ン タ ー の 新 規 参 入 が み ら

れ る こ と に よ る も の で あ る 。  

数 年 前 に 開 業 し た 旅 行 会 社 系 列 の 事 業 所 は 、 他 の カ

ル チ ャ ー セ ン タ ー と は 異 な る コ ン セ プ ト で 順 調 に 業 績
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を 伸 ば し て い る 。 講 座 は 、 旅 行 の 事 前 学 習 を 内 容 と す

る も の が 主 流 で あ り 、 旅 行 と 組 み 合 わ せ た 野 外 講 座 な

ど も 開 講 し て い る 。 こ の ほ か 、 人 気 の 高 い ク ル ー ズ に

関 す る 講 座 、 富 裕 層 を タ ー ゲ ッ ト に し た 講 座 な ど の 企

画 に も 取 り 組 ん で お り 、 旅 行 会 社 の 特 性 を 活 か し て 、

他 の カ ル チ ャ ー セ ン タ ー と の 差 別 化 を 図 り 、 受 講 者 の

獲 得 に 努 め て い る 。  

売 上 げ の 減 少 幅 は 縮 小  

売 上 げ は 減 少 が 続 い て い る が 、 以 前 に 比 べ て 減 少 幅

は 縮 小 し て い る 。 こ れ は 、 景 気 が 回 復 基 調 に あ り 、 受

講 者 数 が 増 加 し た こ と に よ る も の で あ る 。  

受 講 料 は 、 平 均 で １ 回 当 た り 約 2 , 0 0 0 円 で あ り 、 こ

こ 数 年 変 わ っ て い な い 。 こ れ に 加 え て 、 受 講 者 の 要 望

に よ り 、 月 当 た り の 開 講 回 数 が 少 な い 講 座 が 増 加 し て

い る ほ か 、 受 講 者 が 、 受 講 料 を 抑 え る た め に 受 講 回 数

を 減 ら す 傾 向 も み ら れ る た め 、 一 人 当 た り の 単 価 が 下

が り 、 収 益 は 厳 し い 状 況 に あ る 。  

人 気 講 座 へ 受 講 者 が 集 中  

 講 座 数 は 増 加 傾 向 に あ り 、 最 近 の 傾 向 を み る と 、 健

康 に 関 連 す る 講 座 の 人 気 が 高 い 。 ヨ ガ や ウ ォ ー キ ン グ

な ど の 講 座 は 、 若 い 女 性 に 人 気 が あ り 、 キ ャ ン セ ル 待

ち の 講 座 が 多 く な っ て お り 、 フ ラ ダ ン ス や バ レ エ 、 フ

ラ メ ン コ な ど の ダ ン ス 系 も 同 様 で あ る 。 ま た 、 仏 教 な

ど の 宗 教 や 歴 史 、 考 古 学 な ど の 教 養 講 座 も 従 来 の 人 気

を 保 っ て い る 。 癒 し を 求 め る 最 近 の 世 相 を 反 映 し て 、

心 理 学 や こ こ ろ の 講 座 な ど に も 人 気 が あ る 。 こ の 他 、

会 員 以 外 で も 参 加 で き る 公 開 講 座 や 野 外 講 座 も 人 気 が

高 く 好 評 で あ る 。 と り わ け 、 公 開 講 座 で は 、 大 学 と の

共 催 講 座 を 開 催 す る な ど 内 容 も 充 実 し 、 講 座 数 も 増 加

し て い る 。  



 4

ま た 、 講 師 も 重 要 な 要 素 と な っ て お り 、 人 気 の あ る

講 師 の 講 座 は す ぐ に 満 席 に な る 。  

し か し 、茶 道 、華 道 、書 道 な ど の 講 座 が 、「 け い こ ご

と 」 に 対 す る 女 性 の 意 識 の 変 化 に よ り 、 こ こ 数 年 低 迷

し て い る 。 こ れ は 、 古 典 芸 能 の 分 野 も 同 様 で あ る 。  

今 後 も 、 こ れ ら の 分 野 は 厳 し い 状 況 が 続 く と み ら れ

る が 、 カ ル チ ャ ー セ ン タ ー に は 、 こ れ ら 定 番 講 座 が 不

可 欠 で あ り 、 不 採 算 を 理 由 と す る 閉 講 も 、 運 営 母 体 と

し て の 新 聞 社 や 放 送 局 の イ メ ー ジ ダ ウ ン に な る た め 、

受 講 者 数 が 少 な い と い う 理 由 で 、 閉 講 す る こ と は 難 し

い 。 こ う し た こ と も 、 収 益 状 況 を 厳 し い も の に し て い

る 。  

ま た 、 語 学 講 座 も 定 員 割 れ の 厳 し い 状 況 が 続 い て い

る 。 こ れ は 、 専 門 の 語 学 学 校 の 普 及 に よ り 、 多 く の 受

講 生 が 語 学 学 校 に 移 っ て い る た め で あ る 。  

雇 用 は 低 調  

 雇 用 は 、 経 費 削 減 の た め に 、 正 社 員 を 減 ら し て パ ー

ト 、ア ル バ イ ト に 切 り 替 え る 傾 向 が 続 い て い る 。ま た 、

経 費 の 大 部 分 を 占 め る 講 師 謝 礼 に つ い て も 、 各 セ ン タ

ー と も 減 ら す 努 力 を し て お り 、 人 件 費 の 抑 制 に 努 め て

い る 。  

行 政 、 大 学 と の 競 合  

自 治 体 な ど 行 政 機 関 に お け る 生 涯 学 習 の 推 進 に よ り 、

生 涯 学 習 施 設 が 設 け ら れ 、 生 涯 学 習 講 座 が 開 講 さ れ て

い る 。 こ れ ら の 講 座 は 受 講 料 が 安 く 、 中 に は 無 料 の も

の も あ る な ど 、 カ ル チ ャ ー セ ン タ ー と 競 合 し て い る 。

ま た 、 最 近 で は 、 大 学 が 生 涯 学 習 講 座 や 公 開 講 座 を 社

会 人 向 け に 開 講 し 人 気 も 高 く 、 自 治 体 同 様 に 新 た な 競

合 相 手 と な っ て い る 。 一 方 、 大 学 の 施 設 を 利 用 し 、 大

学 の 講 師 に 講 義 し て も ら う な ど 、 大 学 と 提 携 し て 講 座
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を 開 講 し て い る セ ン タ ー も あ り 、 今 後 、 自 治 体 や 大 学

と 提 携 し た 講 座 を 開 講 す る な ど 、 そ れ ぞ れ の 役 割 分 担

を 図 り 連 携 し て い く こ と が 求 め ら れ て い る 。  

受 講 生 獲 得 へ の 取 組       

受 講 者 の 増 加 を 図 る た め 、 若 い 世 代 の 取 り 込 み は も

と よ り 、 多 様 化 し て い る 興 味 や 要 望 、 さ ら に は 、 今 流

行 し て い る も の を 捉 え た 講 座 の 開 講 な ど 、 各 セ ン タ ー

と も 講 座 内 容 の 見 直 し に 取 り 組 ん で い る 。  

あ る カ ル チ ャ ー セ ン タ ー で は 、 オ リ ジ ナ リ テ ィ ー に

富 ん だ 講 座 、 企 業 の 社 員 を 講 師 に 招 い た り 、 企 業 を 訪

問 し た り す る な ど 企 業 と 提 携 し た 講 座 を 開 講 す る こ と

に よ り 、 他 セ ン タ ー と の 差 別 化 を 図 っ て い る 。 こ の ほ

か 、 学 習 成 果 の 発 表 の 機 会 と し て 、 年 1 回 発 表 会 を 開

催 し て い る セ ン タ ー も あ る 。 講 座 内 容 や 講 師 に 対 す る

要 望 に で き る だ け 応 え 、 講 座 を 継 続 し て 受 講 し て も ら

え る よ う に 努 め 、 講 師 に つ い て も 定 期 的 に 見 直 し 、 や

る 気 の あ る 若 い 講 師 の 採 用 な ど も 試 み て い る 。  

今 後 の 見 通 し  

景 気 回 復 に と も な っ て 、 売 上 げ の 減 少 幅 は 今 後 と も

縮 小 す る と み ら れ る 。 し か し 、 個 人 の 興 味 や 要 望 の 多

様 化 に よ る 講 座 内 容 の 見 直 し 、 受 講 期 間 の 短 縮 や 月 当

た り の 受 講 回 数 の 減 少 な ど の 問 題 が あ り 、 収 益 は 厳 し

い 状 況 が 続 く と 予 想 さ れ て い る 。  

 一 方 、 団 塊 の 世 代 の 退 職 に よ る マ ー ケ ッ ト の 拡 大 が

期 待 さ れ て お り 、 こ れ に 対 す る 取 組 が 始 ま っ て い る 。

こ の 世 代 の 女 性 は 、 す で に カ ル チ ャ ー セ ン タ ー の 受 講

者 も 多 く い る こ と か ら 、 男 性 に 対 す る ア プ ロ ー チ に 重

点 が 置 か れ て お り 、 男 性 向 け 講 座 を 中 心 に 、 夫 婦 で 受

講 す る 講 座 な ど が 検 討 さ れ て い る 。 そ の た め 、 こ の 世

代 の ニ ー ズ を 的 確 に 捉 え 、 魅 力 あ る 講 座 を 提 供 し 、 い
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か に し て カ ル チ ャ ー セ ン タ ー に 目 を 向 け さ せ る か が 大

き な 課 題 と な っ て い る 。 し か し 、 こ の 世 代 は 、 今 ま で

の 高 齢 者 と は 異 な る 考 え 方 を 持 っ て い る と み ら れ 、 趣

味 や 価 値 観 も 多 様 化 し て い る 。 ま た 、 余 暇 の 楽 し み 方

も 従 来 に 比 べ 様 々 な も の が あ る 。 こ の こ と か ら 、 団 塊

の 世 代 の 退 職 に よ る 受 講 者 数 の 増 加 は 見 込 め な い と い

う 意 見 も あ り 、 こ の 世 代 が 売 上 げ の 増 加 に つ な が る か

は 不 透 明 な 状 況 で あ る 。  

カ ル チ ャ ー セ ン タ ー で は 、 世 代 、 職 業 の 異 な る 人 が

集 ま り 、 一 緒 に 学 ぶ こ と に 意 義 が あ る と さ れ て お り 、

今 後 も 、 従 来 の 講 座 に 加 え て 、 時 代 の ニ ー ズ や 多 様 化

す る 要 望 に 応 え た 講 座 の 提 供 に 努 め た い と し て い る 。  

                （ 冨 島  万 佐 子 ） 

前年比
（％）

前年比
（％）

前年比
（％）

前年比
（％）

平成13年 22,772 -3.1 4,155,675 0.0 353,772 2.9 1,275 0.1

　　14年 30,868 2.1 5,986,167 -4.6 550,577 -11.8 1,956 -4.6

　　15年 30,620 -0.8 6,071,805 1.4 557,878 1.3 2,052 4.9

　　16年 32,518 -0.3 6,313,892 2.3 618,372 2.3 2,298 11.0

　　17年1～3月 7,968 -0.7 1,573,565 3.7 156,163 2.8 2,329 8.2

　　　　4～6月 8,513 -0.3 1,642,934 1.6 159,145 1.2 2,372 5.0

　　　　7～9月 8,282 2.3 1,609,399 2.0 158,490 3.1 2,336 1.8

資料：経済産業省「特定サービス産業動態統計調査」。

　　これを調整したものである。

　カルチャーセンターの売上高、受講生数、講座数び従業者数の推移（全国）

注：平成14年分、16年分は一部調査対象の追加等を行っため、以前の数値と不連続が生じている。なお、伸び率は

売上高（百万円） 受講生数（人） 講座数（講座） 従業者数（人）

大阪府 39 (5.6) 7,344(12.0) 5,672 (9.5) 156,919(12.3) 13,240 (9.6) 796,284(10.7)

東京都 80(11.5) 10,147(16.5) 13,761(22.9) 350,738(27.5) 20,508(13.8) 1,079,590(14.5)

愛知県 49 (7.1) 4,822 (7.9) 5,223 (8.7) 86,148 (6.7) 11,942 (8.6) 400,247 (5.4)

神奈川県 40 (5.8) 3,641 (5.9) 4,376 (7.3) 63,425 (5.0) 6,128 (4.4) 326,064 (4.4)

全国計 693 61,420 60,014 1,276,344 138,534 7,457,982

資料：経済産業省『平成14年　特定サービス産業実態調査報告書　カルチャーセンター編』より作成。

カルチャーセンターの概況 （平成14年）

（注）内は対全国比（％）。

講座数
（講座）

受講者数
（人）

延受講者数
（人）

事業所数
（か所）

年間売上高
（百万円）

従業者数
（人）

 

 


